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潮更」事0大石地区まちづくり協

`元
{離育士が作爾傷文魏来鋳に感動、丹念歎材璽ね
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坂
井
市
合
江
町
大
石
地
区
に
飛

来
、
営
巣
し
た
国
の
特
別
大
然
記
念

物
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
題
材
に
し
た
紙
芝

居
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
。
同
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
協
力
の
下
、
元

保
育
上
の
女
性
が
丹
念
に
取
材
し
ま

と
め
た
り

同
地
区
で
は
２
０
１
９
年
４
月
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ペ
ア
が
飛
来
し
、

電

柱
上
に
営
囀
ぃ
県
内
で
５８
年
ぶ
り
と

な
る
野
外
繁
殖
に
成
功
し
４
羽
の
ひ

な
が
巣
立

っ
た
〕

作
画

。
て
七
担
当
し
た
の
は
、
元

保
育
ｔ
の
田
島
の
り
子
さ
ん
一躊
｝
＝

同
市
三
国
町
。
当
時
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
巣
作
り
や
子
育
て
す
る
姿
に
感

動
、
多
く
の
人
に
そ
の
生
態
を
知

っ

て
も
ら
お
う
と
紙
芝
居
作
り
を
決
め

た
り紙

芝
居
は

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
■
役
に

し
、
実
一話
に
基
づ
い
た
物
語
ぃ
昨
年

８
月
ご
ろ
か
ら
県
の
獣
医
師
や
地
元

住
民
、
北
陸
電
力
送
配
電
な
ど
の
間

係
者
を
取
材
し
、
営
業
や
産
卵
、
餌

や
り
、

巣
立
ち
な
ど
の
様
子
を
分
か

り
や
す
く
表
現
し
た
。
マ
ジ
ッ
ク
と

バ
ス
テ
ル
で
柔
ら
か
く
捕
き
、
本
文

の
下
に
は
注
釈
と
し
て
果
作
り
や
ふ

化
の
Ｆ‐―
程
、
卵
の
大
き
さ
な
ど
を
盛

り
込
み
、
読
み
子
の
裁
量
で
解
説
で

き
る
よ
う
に
し
た
「

紙
芝
居
は
縦
２７
一
ン横

３９
■
の
晟
枚

で
構
成
、同
協
一議
会
が
５
部
作

っ
た
．

河
戸
朋
会
長
は

，紙
芝
居
が
出
来
上

が
り
、
ま
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
来
た
よ

う
に
感
じ
る
。
今
後
の
活
動
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
た
い
」
と
話
し
た
て

脊
江
図
書
館
に
１
部
、
人
有
■
‥

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
２
部
寄
贈

し
、
そ
れ
ぞ
れ
萱
し
出
し
用
Ｌ
Ｉ′ｔ

使
わ
れ
る
．
大
石
小
と
書
江
上
幼
侃

国
に
も
１
部
ず

つ
贈

，
た
，‐　
　
・
　

．

束
村
淳
悟

・

ョ
ツ
プ
ト
リ
題
材
は
紙
瑾
矮
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